
議案第１８７号 

 

川崎市高等学校奨学金支給条例の一部を改正する条例の制定について 

 

川崎市高等学校奨学金支給条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 
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川崎市高等学校奨学金支給条例の一部を改正する条例 

川崎市高等学校奨学金支給条例（昭和３７年川崎市条例第１９号）の一部を

次のように改正する。 

第１条中「後期課程及び」を「後期課程、」に改め、「高等部」の次に「、

高等専門学校（第１学年から第３学年までに限る。）及び専修学校の高等課程」

を加え、「在学する生徒」を「入学を許可された者又は在学する者」に、「困

難な者」を「困難なもの」に改める。 

第６条第１項各号を次のように改める。 

⑴ 国（国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号）第２条第１項に規定

する国立大学法人を含む。以下同じ。）又は地方公共団体が設置する高等

学校（以下「国立又は公立の高等学校」という。）に入学を許可された者 

入学支度金 年額 ４５，０００円 

⑵ 国立又は公立の高等学校に在学する者 

ア 第１学年 年額 ３６，０００円 

イ 第２学年 年額 ６１，０００円 

ウ 第３学年 年額 ４６，０００円 
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エ 第４学年以降 年額 ３６，０００円 

⑶ 私立学校法（昭和２４年法律第２７０号）第３条に規定する学校法人が

設置する高等学校（専修学校の高等課程を除く。）又は国若しくは地方公

共団体以外の者が設置する専修学校の高等課程（以下「私立の高等学校」

という。）に入学を許可された者 入学支度金 年額 ７０，０００円 

⑷ 私立の高等学校に在学する者 

ア 第１学年 年額 ６０，０００円 

イ 第２学年 年額 ８５，０００円 

ウ 第３学年 年額 ７０，０００円 

エ 第４学年以降 年額 ６０，０００円 

第７条中第５号を第６号とし、第１号から第４号までを１号ずつ繰り下げ、

同条に第１号として次の１号を加える。 

⑴ 入学を取りやめたとき。 

第８条中第２号を第３号とし、第１号を第２号とし、同条に第１号として次

の１号を加える。 

⑴ 入学を取りやめたとき。 

第９条中第２号を第３号とし、第１号を第２号とし、同条に第１号として次

の１号を加える。 

⑴ 入学を取りやめたとき。 

   附 則 

 この条例は、平成２９年３月１日から施行する。 

 

 



エ 第４学年以降 年額 ３６，０００円 

⑶ 私立学校法（昭和２４年法律第２７０号）第３条に規定する学校法人が

設置する高等学校（専修学校の高等課程を除く。）又は国若しくは地方公

共団体以外の者が設置する専修学校の高等課程（以下「私立の高等学校」

という。）に入学を許可された者 入学支度金 年額 ７０，０００円 

⑷ 私立の高等学校に在学する者 

ア 第１学年 年額 ６０，０００円 

イ 第２学年 年額 ８５，０００円 

ウ 第３学年 年額 ７０，０００円 

エ 第４学年以降 年額 ６０，０００円 

第７条中第５号を第６号とし、第１号から第４号までを１号ずつ繰り下げ、

同条に第１号として次の１号を加える。 

⑴ 入学を取りやめたとき。 

第８条中第２号を第３号とし、第１号を第２号とし、同条に第１号として次

の１号を加える。 

⑴ 入学を取りやめたとき。 

第９条中第２号を第３号とし、第１号を第２号とし、同条に第１号として次

の１号を加える。 

⑴ 入学を取りやめたとき。 

   附 則 

 この条例は、平成２９年３月１日から施行する。 

 

 

参考資料    

 

制 定 要 旨 

 

奨学金の支給対象に高等専門学校及び専修学校の高等課程に在学する者を加

えること等のため、この条例を制定するものである。 


